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ある。           栃木県槻沢遺跡出土 
  
東アジア先史土器の「敷物圧痕」について 
































        もじり編みの組織 
 
卒業論文概要 
「縄文時代加曽利E式の粗製土器について」 
相京 和茂 
 縄文土器には、装飾が施された精製土器と地文中心の粗製
土器が存在する。近年、一部の研究者により、両者の明確な
分化が中期後半期まで遡る可能性が指摘されている。 
本稿では、関東地方の中期後半期にあたる加曽利E式の粗
製土器について、深鉢を中心に資料の集成と分析を行なった。
それにより、粗製土器の具体的用途と出現理由の解明を試み
た。 
加曽利E式粗製深鉢 
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